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追加機能はスパム対策ソフトだけじゃない！
使い勝手が上がったセキュリティー統合ソフト
Norton Internet Security 2004 
シマンテック

発売中

新 製 品 を 先 取 り チ ェ ッ ク ！

本格的スパム対策ソフトを新たに搭載
Norton Internet Security 2004は、ウイルス対

策ソフトである「Norton AntiVirus」、ファイアー

ウォールソフトの「Norton Personal Firewall」、

そして、今回新たに加わった、スパム対策ソフト

の「Norton AntiSpam」が1つになった統合パ

ッケージ製品だ。

Norton AntiSpamは、メールを受信した時点

で、スパムと思われるメールの件名の頭に

［Norton AntiSpam］という文字を入れる。メー

ルソフトの件名による振り分け機能を使うこと

で、スパムメールの除去ができるというわけだ。

ただし、この機能はPOP3による受信を監視し

ているため、POP3に対応するメールソフトなら

動作するが、サーバー上のメールのタイトルや発

信者を見て受信するかどうかを決められるIMAP4

では動作しないので導入時には注意したい。

さらにメールソフトとして、Outlook、Outlook

Express、Eudoraのいずれかを使っている場合

には、メールソフトとNorton AntiSpamが統合

して動作する。たとえば、Outlook Expressを

使う場合、「Norton AntiSpamフォルダー」とい

うフォルダーがNorton AntiSpamのインストー

ル時に作成され、スパムと思われるメールは、こ

のフォルダーに自動的に振り分けられる。

何をスパムと見なすのかは、シマンテックが提

供している定義ファイルによるため、詳細な仕

様は不明で、ユーザーは［高］［中］［低］の3段階

で判断基準をおおまかに設定できるだけだ。試

してみたところ、件名に［未承諾広告］と入って

いるメールや送信者名が送信されたメールサー

バーと異なるなど偽装されているメールなどがス

パムの対象と見なされるようだ。

デフォルトの設定でもスパムの判定はほぼうま

くいくが、本来スパムではないのに無題のメー

ルや本文が極端に短いメールなどは、スパムと

判定されることがある。その場合には、［このメ

ールはスパムではありません］を選択すると、ス

パムの対象からはずれる。そして学習効果によ

って、次に届く類似のメールはスパムとして見な

されなくなる。

販売価格：9,800円（優待版は7,800円）

もちろん事後にスパムとして扱わないと設定す

るだけでなく、事前に、「特定のメールアドレスか

らしか受け取らない」「アドレス帳に登録されて

いるアドレスからのメールはスパムとしない」な

どといった項目を、手動で設定しておくことも可

能だ。

標準パッケ
ージ の ほ
か、デスク
トップとノ
ートパソコ
ンなど2台
で使うため
の2ユーザ
ーパック、
すでに他の
ウイルス駆
除ソフトを

もっている人向けの優待版や、2003
を持っている人のためのアップグレード版もある。Norton AntiVirusフォルダー

Outlook Express
Norton AntiSpamの
ボタン

スパムの判定はお
おむね良好だが、完璧
ではない。一部、スパ
ムではないのにスパ
ムと判定されてしまう
こともある。デフォルト
のスパム判定ルール
は［中］レベルなので、
［高］に設定すると、若
干この判定精度が高
くなる。より細かい設
定は、カスタマイズし
て調整することになる。

↓Outlook Expressを利用している場合には、「Norton AntiSpamフォルダー」がで
き、その中にスパムメールが表示される。Norton AntiSpamのボタンも追加され、ボ
タンのメニューから、スパムかスパムでないかを切り替えることもできる。

スパムのルールはカスタマイズできる。アドレス帳から
インポートし、該当するメールアドレスからは無条件に
受け入れたり、特定のメールアドレスを登録し、それを
差出人とするメールを拒否したりできる。そのほか件名
や差出人、本文などに特定の文字が含まれている場合
にスパムとして扱う設定もできる。
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OS ウィンドウズ98/98SE/Me/2000 
Professional（SP1以上）/XP
（HomeEdition/Professional）

CPU Pentium互換300MHz以上
（ウィンドウズXPの場合）

メモリー 128MB以上（ウィンドウズXPの場合）
ハードディスク空き容量 200MB以上
対応メールソフト POP3/SMTPをサポートする

一般的なメールソフト
統合可能なメールソフト Outlook Express 4.0/5.x/6.0、

Outlook 97/98/2000/2002、
Eudora Light 3.0、
Eudora Pro 4.x/5.0

対応メッセンジャー AOL Messenger 4.7以上、
MSN Messenger 4.6/4.7、
Windows Messenger 4.6/4.7、
Yahoo Messenger 5.0

問い合わせ先 コンシューマ・カスタマーサービスセンター
03-5836-2654

←場所ごとにプログラムの通信可否、ポートごとの通信
許可／拒否の設定ができるほか、ネットワーク範囲やコ
ンピュータを指定し、それらのコンピュータと無条件に
通信できる信頼設定をすることもできる。たとえばファ
イルサーバーやプリンタサーバーを信頼部分に登録し
ておけば、それらとの通信を妨がなくなる。

インターネットエクスプローラに統合されたNorton
Personal Firewall。ページごとにCookieの有効／無
効を切り替えることや、広告と見なすURLの登録など
が容易に設定できるようになった。

ファイアーウォールは「場所」登録が可能に
ファイアーウォール機能を提供するNorton

Personal Firewallには、利用するネットワーク

に応じて適したセキュリティー設定を切り替えら

れる「場所」の登録機能が加わった。

デフォルトでは場所として［デフォルト］［外出先］

［オフィス］［ホーム］の4つの場所が登録されて

いる。たとえば［オフィス］の場合には、社内

LANなど何らかのファイアーウォールが設定さ

れている環境を想定していて、若干セキュリティ

ーの設定が緩和されているのに対し、［外出先］

の場合には、より強固なセキュリティー設定とな

っている。これらの個々の設定は変更できるし、

また、新たな場所を登録することもできる。

「場所」は、インターネットとの通信に使われるネ

ットワークインターフェイスとIPアドレスで判断

されて、自動的に切り替わる仕組みだ。たとえ

ば、割り当てられているIPアドレスがプライベ

ートIPアドレスである場合には、ファイアーウォ

ールの下であると認識し、［オフィス］の設定が使

われる。手動で設定を切り替える手間がないの

でノートパソコンのように接続形態が変わる環

境で便利だ。

またNorton Personal Firewallは不正な通信

を防ぐだけでなく、個人情報の保護や広告除去

の機能も備えている。広告除去は、ポップアッ

プ広告だけでなく、ウェブページ中の広告も除

去できる。特に新バージョンでは、インターネッ

トエクスプローラ上でウェブページごとにCookie

の有効／無効がボタンで簡単に切り替えられる

ようになり、利便性が高まった。なおNorton

Internet Securityは、性的表現や暴力表現な

ど、青少年に影響を与えるウェブページを見せ

ないようにする保護者向けの機能も備えている。

ウイルス駆除機能はスパイウェアに対応
Norton AntiVirusはこの製品の中核とも言える

ウイルス対策ソフトだ。ウェブとメール

（SMTP/POP3）に含まれるウイルス駆除のほか、

ウィンドウズメッセンジャーやYahoo！ メッセン

ジャーなどのメッセンジャーソフトで送受信される

ファイルに含まれるウイルスの駆除もできる。新

バージョンでは、圧縮ファイル内のウイルス駆除

もできるようになった（ウィンドウズ2000/XPのみ）。

新バージョンで特記すべき点は、スパイウェア

2004ではスパイウェアやアドウェアにも対応した。だが
除去してくれるわけではなく、除去は自分で行う必要が
ある。

への対応だろう。スパイウェアは、ウイルスでは

なく、どのウェブページを訪れたかを調べたり、

定期的に広告を表示したりするもので、アドウェ

アとも呼ばれる。スパイウェアやアドウェアはア

プリケーションに含まれることが多く、除去する

とそのアプリケーションが動作しなくなってしま

うこともあるため、Norton AntiVirusは発見す

るだけで、それを自動的に除去しない。除去す

るかどうかはユーザーの判断にゆだねられる。

もともとNorton Internet Securityは、前バージョ

ンの2003で、すでに完成度が高い製品であっ

たため、一見このスパイウェア対策機能やスパ

ム対策機能を備えた以外に、大きな変更はない

ように思える。しかしネットワークの接続先を自

動判別してセキュリティー設定を切り替えてくれ

る機能や、インターネットエクスプローラとの統

合機能など、目立たないながらも使いやすさを

向上させる機能が追加されている。また、前バ

ージョンに比べて動作速度が向上し、きびきび

と動くようになった点も使い勝手という意味で

大きな改善点と言えるだろう。

なお12月には、企業向けのProfessional版が登

場する予定だ。Professional版は、社員にアク

セスさせたくないURLリストをネットワークを使

って配信し、業務に関係ないウェブページを見

せないようにする機能や、ウェブで使われる

Cookieやキャッシュなどの完全なクリーンアッ

プ機能を備える。またインターネットのセキュリ

ティーだけでなく、ゴミ箱から削除してしまったフ

ァイルを復帰させるアンイレース機能やハード

ディスクからファイルを復帰できないように完全

に削除するWipe Infoなどのファイルユーティ

リティーも追加される予定だ。 （大澤文孝）
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WebLockerおよびウェブページの画像だけを

暗号化するImageLocker、それにActiveXコン

ポーネントの3つの要素で構成されている。サ

ーバーは、Red Hat Linux 9/7.2、Turbo Linux 7

が推奨されているが、ほかのUNIX系OSでも

条件が合えばインストールできる。サーバーに

は、Apache 1.3.26以降、PostgreSQL 7.2.1

以降、PHP 4.2.2以降、ウェブページ制作用の

言語であるCURLのライブラリーが必要だ。

PostgreSQLはおもにライセンスや鍵の管理

に、PHPは鍵の設定や配布のために使われて

いる。すでにほかのデータベースサーバーが

動いている場合には、新たにPostgreSQLの導

入が必要だ。

また管理用クライアントにインストールする

WebLockerはウィンドウズ2000/XPのみの対応

だ。なお、WebLockerには、USBタイプの電子

鍵iKeyが付属する。このiKeyは、それを管理用

クライアントのUSBスロットに挿しておかない

画像やHTMLを暗号化して
ウェブページの保存や印刷を禁止
Pirates Buster for WebPageはウェブページの

著作権を厳しく保護することを目的とした製品

だ。通常のウェブページでは、ページそのもの

や画像を保存したり印刷したりできるが、このソ

フトウェアを導入すると、これらの操作を禁止で

きる。オンラインコンテンツそれ自体をビジネス

として扱う会社では、勝手にページをコピーして

利用されたり、画像を2次利用されたりすると好

ましくない。また、個人情報の保護などのために

画像やページを印刷させたくないといった場合

もある。そういう問題への防御策を提供してくれ

るのだ。

コンテンツを保護するには、まず保護したい

HTMLや画像などを、ウェブ管理用クライアント

にインストールした専用暗号化ソフトウェア

WebLockerで暗号化してウェブサーバーに登録

する。ユーザーがそのページを見る場合にはま

ず暗号を解くための鍵をダウンロードし、さらに

閲覧用のActiveXコンポーネントがダウンロード

された後にページが表示されるという仕組みだ

（右図）。ActiveXコンポーネントを使っているの

で、ユーザーはウィンドウズ98/Me/2000/XPで

インターネットエクスプローラ5.5SP2以上とい

う限定された環境でしか利用できない。そのた

め、不特定多数の閲覧者を想定したサイトより

も、会員制のウェブサイトなど比較的閲覧するメ

ンバーが限定されているサイトでの運用に適し

ていると言える。

インストールはやや難
UNIX系OSの知識は不可欠
このソフトウェアは、サーバーにインストールし

て鍵の管理などを行うPHPのプログラム群と、

管理用クライアントにインストールしてウェブペ

ージ全体の暗号化を行うソフトウェア

ウェブページの著作権を徹底保護
機密書類の限定的なウェブ公開にも向いている
Pirates Buster for WebPage
トリニティーセキュリティーシステムズ

価格：オープン

Pirates Buster for WebPageで守られたウェブページを
閲覧すると、この専用ActiveXコンポーネントがダウン
ロードされる。

Pirates Buster for WebPageは、サーバー上の画像や文書
といったコンテンツを保護するためのソフトだ。画像の有
料販売サイトで不正入手の防止などに威力を発揮する。サ
イト全体を保護する「for web」、画像を保護する「for
Picture」の2つから構成される

発売中

と、WebLockerが立ち上がらないというものだ。

これを使うことで、誰かが管理用クライアントを

無断で操作し、そこからコンテンツを盗まれると

いうこともなくなる。ちなみに、この2つのソフト

ウェアのインストール時には、サーバーがすでに

動作していることと、iKeyを先にインストールし

ておくことが必要だ。インストール中にiKeyのシ

リアル番号とサーバーの鍵を管理するサイトの

URLを入力する必要があるためだ。

今回の試用では、推奨されているRedHat Linux

利用者 

ウェブサーバー 

ウェブ管理クライアント 

WebLockerで暗号化 

iKeyで鍵を管理 
インターネット 

ActiveXコンポーネントで表示 

ウェブサーバーに登録 

鍵、表示
用Activ

eXコンポ
ーネント

を受け取
る 

暗号化し
たままユ

ーザーが
受信 

ページを表示しているのは、 
ActiveXコンポーネント 

 

表示はできるが 
印刷、保存、キャプチャは 

できない 

■Pirates Buster for WebPage のしくみ
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ウェブサイト保護ツール ウェブ画像保護ツール
Pirates Buster for Web Pirates Buster for Picture

画像 PNG ○ ○

BMP ○ ○

JPEG ○ ○

GIF ○ ○

アニメーションGIF ○ ○

透過GIF ○ ○

透過アニメーションGIF ○ ×

透過PNG ○ ×

動画 FLASH △※１ －

ドキュメント PDF △※１ －

SVG △※１ －

HTML HTML △※２ －

DynamicHTML JavaScript △※３ －

CSS △※３ －

画面をキャプチャーしようとすると、この画面が表示さ
れてしまう（上）。印刷の場合も、同様の画面が印刷さ
れてしまう（下）。

テスト用ウェブページ。

9に必要なソフトウェアをインストールした。イン

ストールは、付属の簡単なオンラインマニュアル

に従ってほとんどをコマンドラインとエディター

で行う一般のUNIX系ソフトウェアのスタイル

だ。こういったソフトウェアのインストールや

PostgreSQLのコマンドラインツールなどを使っ

たことがない人は、やや難しいと感じるかもしれ

ない。特に、マニュアルがあまりにもシンプルな

ので、実際のサーバーではディレクトリー名が異

なっていたり、Apacheの動作するユーザーIDが

異なっていたりするなどのマニュアルとの相違が

理解できないとインストールはなかなか進まな

い。もう少し親切なマニュアルを用意するか、親

切なインストーラを用意したりしてほしい。もち

ろん、UNIX系のOSに詳しい人なら問題なくイ

ンストールはできるだろう。

特定のメンバーに公開したいがコピー
されては困るといった場面で強みを発揮
このソフトはどういった用途で使うのがいいだ

ろうか。まず考えられるのが、企業の機密資料

だ。会社の経営資料などを社員や取引先、出資

者には公開したいが印刷したり保存されたりす

るのは防ぎたいという場合が考えられる。そう

いう場合は、このソフトを使い、閉じられたネッ

トワークで公開するといいだろう。もちろん、そ

の気になればディスプレイをデジカメで撮影す

るといった強硬手段で情報を複製することはで

きるので、本格的に2次利用を保護できるわけ

ではない。もっとも、掲載した段階で公開された

情報なのだから、そのファイルや画像をそのま

ま2次利用できないという程度の保護で十分と

も言える。

最後に使用するうえでの注意点を述べておこう。

まず、対象となるのがHTMLや画像であるとい

う点だ。PHPなどを使って動的に生成している

ウェブページなどは保護できない。保護するフ

ァイルフォーマットにも制限があるので、それら

の条件をよく確認しておいてほしい。また、すで

に述べたが、利用者側でActiveXコンポーネン

トを動かす必要があるため、OSやブラウザーに

依存してしまう点も注意が必要であろう。できる

ことならば、Apacheの拡張モジュールのような

形で、サーバーサイドで暗号化などができるシス

テムになっていると、管理がもっと容易になるの

ではないだろうか。 （梅垣まさひろ）

■Pirates Buster for WebPageで対応可能なデータの種類

サ
ー
バ
ー
仕
様

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
仕
様

暗号化
プログラム
Web Locker
Image Locker

利用者
（復号表示
プログラム）

OS Red Hat Linux 9/ Red Hat Linux 7.2 / 
Turbo Linux 7※4

ハードディスク 30Mバイト以上（ログは除く）

ウェブサーバー Apache 1.3.26 以降

データベース PostgreSQL 7.2.1以降

スクリプト PHP 4.2.2以降（CURLライブラリが必要）

Web Locker Image Locker

OS ウィンドウズ2000/XP ウィンドウズ98/98SE/Me/
2000/XP

ハードディスク 6Mバイト

ブラウザー インターネットエクスプローラ5.5 SP2 以上

その他 USBが必要（iKeyは1本付属）

OS ウィンドウズ98/98SE/ ウィンドウズ98/98SE/Me/
Me/2000/XP 2000/XP

Mac OS X v10.2～10.2.6

ハードディスク 6Mバイト

ブラウザー インターネットエクスプローラ インターネットエクスプローラ
5.5 SP2 以上 5.5 SP2以上

インターネットエクスプローラ5.2
（Macintosh）※１ 作成する時点で編集印刷保存などを禁止する必要あり

※２ フレーム分割時に制約あり
※３ 手動で設定する必要あり、フェードアウトがこま落ちする可能性あり ※4 他のOSでも対応が可能な場合がある（要問い合わせ）
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アンテナは自在に向きが変えられるので設置場所に合
わせて調整可能だ。ランプ類の表示は壁など垂直面に
取り付けると視認性が高くなる。

可能なPoE（Power over Ethernet）に対応し

ているので、PoE給電機能対応のスイッチング

ハブと接続すれば、ACアダプターで給電しな

くても済む。また、PoEに対応していないスイ

ッチングハブと接続している場合でも、付属の

PoEアダプターを使って給電すれば、ACアダ

プターなしで利用できる。さらにPoEを利用し

た状態でも、イーサネットは最長100メートルま

でのケーブルが使用でき、広いオフィスや工場

などでも電源コンセントの場所に影響されるこ

となく自由度の高い設置が可能だ。

RADIUSサーバーを使うIEEE 802.1xで
高度なユーザー認証に対応
GW-AP54Gは基本的に業務用として開発され

ており、アクセスポイントとしてのセキュリティ

ー機能は十分なレベルにある。通信の暗号化

は、WEPの64/128/152ビットやESS-ID隠蔽機

能、MACアドレスフィルタリングを備える。さ

らに、LAN内のユーザー認証の方式を定めた

規格IEEE 802.1xにも対応しており、クライア

ントが無線LANで接続する際にユーザー名や

パスワードなどを一括管理するRADIUSサーバ

ーでユーザー認証ができる。

各種設定は、PCからウェブブラウザーを使っ

て行う。無線LAN関係の設定はウィザード形式

の設定が行えるので、ウィザードに従って設定

を進めるだけだ。また、業務用を意識させる部

分としては、telnet接続での設定にも対応して

いる点。telnet接続とスクリプトを使えば、ア

クセスポイントの設定を定期的に変更したり、

通信状態のログを収集できたりするなど、管理

者に役立つ機能を備えている。広いオフィス

や複雑な形状で複数のアクセスポイントが必

要ならGW-AP54AGは断然有利な製品と言え

るだろう。

（中西敏夫）

802.11aと11g/bに対応する
無線LANアクセスポイント
GW-AP54AGは、既存のLAN環境に接続する

だけで無線LAN環境を構築できる無線LANの

アクセスポイント専用機だ。新規に無線LAN

の環境を構築するなら、ルーター機能やハブ機

能など複数の機能を備えた製品が便利だが、

すでにルーターなどが導入されてLAN環境が

完成している場合は、単機能な無線LANアク

セスポイントのほうが使いやすい。一般的に、

十分なセキュリティー機能や管理機能を備えた

無線LANアクセスポイントの多くは、高価で手

が出しにくい。ところが、GW-AP54AGは従来

の業務用機と同等のセキュリティーと管理機能

を備えていながら、価格は従来の普及機に近

くなっている点も、大きな購入のポイントにな

るだろう。

対応する無線LANの規格は、IEEE 802.11a

と11g/bで、11aと11g/bの同時利用も可能だ。

11bで構築された無線LAN環境を、これから全

規格対応に更新しようと思っている場合などに

おすすめの製品だ。

PoE対応で電源コンセントから
離れた場所でも設置可能
オフィスなど大きな部屋に無線LANのアクセス

ポイントを設置するとき、気になるのがどこに

アクセスポイントを置くかという点だ。GW-

AP54AGはデスクや棚の上など水平面への設

置以外に、壁など垂直面への設置も考慮した

形状なので、設置場所には困らない。また通信

状況などをチェックできるランプ類は、スケル

トンのカバーを使うことで、どの方向からでも

問題なく確認できるようになっている。細かな

ポイントだが、こういった工夫が意外と日常の

利用シーンでは役に立つ。

さらに、イーサネットケーブルを使った給電が

高機能ながらもこの価格が魅力
PoE対応無線LANアクセスポイント
GW-AP54AG
プラネックスコミュニケーションズ

本体サイズ 221（W）×38.5（H）×136.5（D）ミリ
重量 550g
無線LAN規格 IEEE 802.11a/b/g準拠
LANインターフェイス 100BASE-TX/10BASE-T×1ポート
セキュリティー WEP（64/128/152ビット）、

MACアドレスフィルタリング
認証機能 IEEE 802.1x（EAP-TLS、MD5）

背面にはLANインターフェイス、リセットスイッチ、電源
コネクター、2個のアンテナ用コネクターがある。PoE
を使えば電源コネクターは不要になる。

無線LANの設定画面。こういった設定に慣れていない
人ならウィザードを使って設定すると便利だ。「アドバン
スドセットアップ」を使えば、詳細な設定も可能。

PoE対応機器との接続ならイーサネットケーブル1本で
通信と給電が可能。付属PoEアダプターを使えばPoE
非対応機器との接続でも給電が可能だ。

1 0 月中旬発売

価格：39,800円
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OS ウィンドウズ98/2000/XP
（要IE5.01以降）

サイズ 466（W）×213（H）×373（D）ミリ
最大用紙サイズ A4
印字速度 モノクロ21枚/分、カラー15枚分
インタフェース USB2.0（最大12Mbps）、

IEEE 802.11bワイヤレスLAN、
100Base-TX/10Base-T LAN

USB、無線LAN、有線LAN、
どれか1つしか選べない
この製品の最大の特徴は、やはりインクジェッ

トプリンターとして初めて無線LAN機能を本体

に装備したことだろう。その無線LAN接続環境

の設定では、途中一時的に有線LANケーブル

を接続して、また外すという作業があるのだが、

それらも含めてウィザードに従って作業を進めて

いけば迷わず完了できるようになっている（無線

LAN以外の接続方式の設定もウィザード形式で

簡単にできる）。ただ、気をつけたいのは接続環

境設定ソフトのインストールがUSB、LAN、無線

LANのうちどれか1つしか選択できない点だ。テ

ストでは、無線LAN接続で設定したあと無線

LANを切り、USBで接続してみた。この際イン

ストールCDから設定ソフトのインストール作業

が再度行われるのだが、それ以降本機のスキャ

ンボタンを使ったスキャナ機能が使えなくなって

しまった。接続を無線LANに戻してもこの現象

は回復しなかった。もちろん、本機の設定ソフ

トをすべてアンインストールした後、再度接続環

境に合わせてインストールしなおせば問題なく

動くようになるのだが、これらプログラムは合計

で400MBを越えることもあってかアンインストー

ル＆再インストールにかかる時間もバカになら

高機能、高性能で最高峰機種の
名に恥じない作り
HP PSC 2550 Photosmartは、プリンター、スキ

ャナー、コピー、FAX、メモリーカードリーダーと

計5種類の機能を統合した複合機で、ヒューレ

ット・パッカードが2003年冬の家庭用プリンタ

ー商戦に送り込むフラッグシップモデルだ。パ

ソコンとの接続は、USB2.0（最高転送速度は

12MbpsのFull Speed対応）での直結のほか

10/100BASE-TX対応の有線LAN接続、IEEE

802.11b準拠の無線LAN接続の3つの中から選

択可能だ（ドライバーなどのインストール時に選

択）。

印刷部はフルカラー対応のサーマルインクジェ

ット方式で最大解像度は4,800×1,200dpi。ス

キャン部はフラットベッド方式で、RGB各色

16bit階調入力（出力はRGB各色8bit）、最大ス

キャン解像度が1,200×2,400dpi。メモリーカ

ードリーダー部は、コンパクトフラッシュ（Type

I/II）、スマートメディアとxDピクチャーカード、SD

メモリーカード（miniSD、MMC含む）、メモリー

スティック（メモリースティックDuo含む）の計4

スロット装備。そのほか、パソコンを介さないで、

メモリーカードから直接デジカメ画像などを印刷

する際に便利な2.5インチカラー液晶ディスプ

レイを搭載しており、フラッグシップモデルの名

に恥じない作りとなっている。

同梱ソフトは、スキャナーやメモリーカードから

画像を読み込んで、アルバム管理やカード、チ

ラシの作成ができるHP Photo Imagingと画像

アルバム・スライドショー作成ソフトのHP

Memories Disc Creator、年賀状印刷ソフトの

宛名職人5.2、OCRソフトのIRIS.OCRなど。特

にHP Photo Imagingは、直感的な操作でメッセ

ージカードなどが作れるため、主婦や子供とい

った家庭でのメインユーザーには使い勝手がい

いものとして受け入れられるだろう。

HPの2003年冬のフラッグシップモデルは
初の無線LAN搭載複合プリンター
HP PSC 2550 Photosmart
日本ヒューレット・パッカード

価格：オープン価格（オンライン直販価格：52,800円）

1 1 月初旬発売予定

ない。このあたりは1回のインストールででどの

接続もまかなえるような工夫がほしかった。

ただし、本機の最大の魅力は多くの機能を集約

することで、小規模オフィスや家庭などで重複し

がちな周辺機器を1つにまとめられることにあ

る。特に、無線LANが使えることで配線やレイ

アウトの問題からも解放されるので、省スペー

ス化効果も期待できる。これらのメリットを考え

れば、インストール時のデメリットはさほど大きい

ものではないかもしれない。 （井上繁樹）

インクジェットプリンターとして初めて無線LAN機能を
本体に搭載。単体でコピー機、カードリーダーとしても
使える。FAXの自動紙送り機能がないので、頻繁にFAX
を送るような用途では使いづらいかもしれない。

ユーティリティーには同梱ソフトの機能をボタン一押し
で呼び出せるランチャーが付いている。使用頻度の高
い機能が並び、使い勝手がよかった。

HP Photo Imaging。画像のアルバム管理を中心に、
スキャン、デジカメ画像読み込み、印刷、カード＆チラ
シ作成機能などが統合されている。

本体右上部にコン
ソールが集中してい
る。2.5インチカラ
ー液晶ディスプレイ
があることで、スキ
ャン時にわざわざパ
ソコンでデータを確
認する必要がなくな
るなどのメリットが
生まれている。
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Bccヘッダーによるメール送信と
同報メール配信ソフトとの違い
メールを同報送信する場合、まず考えられるの

が、アウトルックエクスプレスなどの汎用メール

ソフトを用い、Bccヘッダーを使って送信する方

法だ。Bccヘッダーを使ってメールを送信すると

きは、メールソフトの「Bcc」欄にメールアドレス

を複数指定しても、自分のパソコンから実際に

送信するメールは1通だけでいい。なぜなら利

用するSMTPサーバーがBccヘッダーを見て、自

動的に複製してくれるからだ。

しかし反面、Bccヘッダーを使うと、同一文面

のメールを送信することしかできない。そして

さらには受信者に対して、いかにも同報メール

で送信しているという印象を与えがちだ。なぜ

なら、宛て先となるToヘッダーが存在しない

（または送信者のメールアドレスなどが設定さ

れる）ため、メールを受け取ったユーザーは、

誰宛てに送られたメールなのかが明白ではな

いからだ。

またBccヘッダーに指定できる受信者数は、利

用するメールソフトやプロバイダーによって制限

される。環境にもよるが、一般にBccヘッダーを

使って送信できる限度は、数十人規模だ。それ

を超える場合には、何度かに分けて送信するか、

同報メール配信ソフトを使うしかない。

同報メール配信ソフトは、Bccヘッダーを使わず

にToヘッダーを使って、1通ずつ相手先に届け

る。このため、送信数の制限はない。

とはいえ、Toヘッダーを使って1通ずつ送信す

ることから、受信者数が増えると送信に時間が

かかるという点に注意したい。高速な回線を使

えば、送信にかかる時間を短縮できるものの、

プロバイダー側のSMTPサーバーの処理能力の

CSVファイルで差し込みメールを簡単に送信

マーケティングに不可欠の同報メール配信ソフト
ビジネスでは、ダイレクトメールやニュースリリース、案内状、メールマガジンなど、同一文面のメールを複数のユー

ザーに配信したい場面が多い。そんなときに便利なのが同報メール配信ソフトだ。これを使うと、CSV形式ファイル

やタブ区切りテキストなどからメールアドレスをインポートして配信できるだけでなく、個々のメールにユーザーの

氏名や顧客番号など固有の情報を埋め込む「差し込みメール送信」が可能となる。今回は同報メール配信ソフトの仕

組みや機能について見ていこう。 （大澤文孝）

■同報メール配信ソフトの動作の仕組み

関係もあり、専用に構成されたSMTPサーバー

でないかぎり、1時間あたり数千通が限界だ。

ちなみに同報メール配信ソフトには、一定の日

時になったらメールの送信を開始するタイマー設

定機能を持つものもある。この機能を使えば、

新製品発表のタイミングに合わせてメールを送

信する、日時限定のタイムセールの広告メールを

送信することも容易だ。

同報メール配信ソフトの
要となるデータベース機能
同報メール配信ソフトの最大の特徴は、送信す

るメールの内容を、受信者ごとにカスタマイズで

きるという点だ。

同報メール配信ソフトでは、送信先のメールアド

レスだけでなく、氏名、会員番号、年齢、性別な

ど、さまざまな個人情報をデータベースとして管

理できる。そしてメールの送信時に、個人情報

を埋め込めるようになっている。

個人情報データベースは、新規に作成するだけ

でなく、ほとんどの同報メール配信ソフトがCSV

ファイルからのインポートに対応している。この

ため、既存の顧客情報をそのまま流用できる。

また、同報メール配信ソフトによっては、Excel

ワークシートやAccessのデータベースをそのま

ま利用できるものもある。

差し込みメール送信を実現する
テンプレート機能
個人情報をメールのどこに埋め込むのかを指定

するのが送信メールのテンプレートだ。

個人情報を埋め込むためのテンプレートの書式

は同報メール配信ソフトによって異なり、たとえ

ば「［項目名］」などの特殊な文字で指定する。

仮にメールの本文中に「[宛名]様　会員番号：

[会員番号]」などと書いておくと、メールの送信

時に、個人情報の「宛名欄」と「会員番号欄」の

値が埋め込まれ、「田中太郎様　会員番号：

田中太郎 山田花子 

宛名 Email 会員番号 年齢 
田中太郎 tanaka@example.com 123456 20 
山田花子 yamada@example.co.jp 123457 25 
… … … … 

送信先データベース 送信メールテンプレート 

田中太郎様　会員番号123456 

このたび新製品が発売されたので 

お知らせします。 

山田花子様　会員番号123457 

このたび新製品が発売されたので 

お知らせします。 

［宛名］様　会員番号［会員番号］ 

このたび新製品が発売されたので 

お知らせします。 

多くの同報メール配信ソフトはプロバイダーのSMTPサ
ーバーを用いる。このため大量のメールを送信する場合には、
プロバイダーのSMTPサーバーに負荷をかけるので注意。 

送信先データベースの内容を埋め込みながら1通ずつ送信 

自分が利用しているSMTPサーバー 

受信者のSMTPサーバー 受信者のSMTPサーバー 

POP3などで受信 POP3などで受信 
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<HTML> 

<BODY> 

<P>このたび新製品が発売されたのでお知らせします。</P> 

<IMG HREF="http://www.example.com/blank.gif"> 

</BODY> 

<HTML>

black.gifファイルのアクセスログを調べれば、開封された回数や
開封された日時などを集計できる。また、画像ファイルではなく、
<IMG HREF="http://www.example.com/image.cgi?ユ
ーザーID">のようにユーザーIDを付けたCGIを呼び出すように
しておけば、ユーザーの特定も可能だ。 

メール本文に、適当な画像を埋め込んでおく。 
画像は、透明な1×1ドットのGIF形式ファイルが使われることも多い。 

blank.gifファイル 

ウェブサーバー 
（www.example.com） 

このHTMLメールを開
くと、blank.gifファイ
ルにアクセスする 

123456」「山田花子様　会員番号：123457」と

いったように、個人情報を埋め込んだメールを

送信できる。

さらには個人情報の条件によって、文面を変更

できるものもある。この機能を使うと、たとえば

個人情報の「利用回数」の欄が3回未満の場合

には「弊社のサービスをご利用いただきありがと

うございます」とし、3回以上の場合には「いつ

も弊社のサービスをご利用いただきありがとう

ございます」のように「いつも」を付加するなど、

細かな配慮がされた文面の設定も可能だ。

また、携帯電話用のテンプレートを別に用意し

ておき、メールアドレスが「xxx@docomo.ne.jp」

や「xxx@ezweb.ne.jp」などのように携帯電話

のドメインであったときには、携帯電話用のテン

プレートを使って送信するというように切り替え

られるものもある。

ほかにも、読み込んだ個人情報を送信条件と

して設定できるものもあり、アンケートのデー

タベースから抽出してメールを送信する場合、

「20代の女性のみに送付」といった条件も付け

られる。

データベースを
最新状態に保つ工夫
同報メール配信ソフトを使う場合、もっとも重要

なのは、送信先を決めるデータベースを最新の

情報に保つという点だ。

大量に送信するとなれば、メールアドレスが異

なるなどの理由からエラーメールとなって戻っ

てくる確率が高くなる。また、「もうそのような

広告メールを受け取りたくないから拒否した

い」という申し出も受け付けなければならない

だろう。拒否したいというユーザーの申し出を

無視して送信し続けるのは悪印象を与えること

になるので、送信先リストから早期に除去する

べきだ。

送信先アドレスの訂正や除去は基本的には手

作業となる。しかし同報メール配信ソフトによっ

ては、エラーメールが戻ってきたときに、次回の

送信先から除外するという機能が付いているの

で、いくらか手間を軽減できる。

■HTMLメールを利用した開封チェックの仕組み

マーケティング目的に役立つ
開封確認機能
同報メールをマーケティング目的で使う場合に

は、どの程度のユーザーがメールを開封したか

を知りたいだろう。

開封したかどうかを知るには、アウトルックエク

スプレスなどのメールソフトが対応する「開封通

知機能」を使うのもいい。開封通知機能とは、

RFC 2298で 定 義 さ れ た Disposition-

Notification-Toヘッダーを用いて、受信者が開

いたとき、その通知をメールで返す仕組みだ。

しかし、開封通知機能はプライバシー保護の点

で嫌われる傾向にある。このため、ほとんどの

メールソフトは自動的に開封通知を出さず、通知

を出していいかをユーザーに尋ね、よいと答え

たときだけ通知するという動作になっている。開

封通知機能は完全なものではないし、メールソ

フトによってはいちいちメッセージが表示される

ため、ユーザーに対して悪印象を与える可能性

がある。親しい間柄ならともかく、営利目的の場

合には適するものとはいえない。

そこで代わりとなるのが、HTMLメールとウェブ

サーバーを組み合わせた開封チェックの仕組み

だ。HTMLメールにはウェブサーバー上の画像

などをリンクとして埋め込めるので、同報メール

に、自社が管理するウェブサーバー上の適当な

画像を埋め込んで送信する。そうすると、ユーザ

ーがそのHTMLメールを開いたときにウェブサー

バー上の画像に対してアクセスが発生する。ウ

ェブサーバーのアクセスログを見れば、どれだ

けのユーザーがメールを見たのかがわかるとい

うわけだ。

とはいえ、そもそもHTMLメールはあまり歓迎さ

れるものではなく、やりすぎるとプライバシーの

侵害にもなり、悪い印象を与えかねないので多

用は禁物だ。

同報メール配信ソフトは
ルールを守って注意して扱う
同報メール配信ソフトの利用にあたって注意し

なければならないことがある。それはSMTPサ

ーバーへの負荷だ。

同報メール配信ソフトは、1通1通メールを送信

するため、利用しているプロバイダーのSMTPサ

ーバーに大きな負荷をかける。多くの同報メー

ル配信ソフトは、メールの送信間隔を指定でき

るので、負荷がかからない常識的な範囲で利用

したい。またプロバイダーによっては、過多なメ

ールの送信を避けるため、一定時間内に多数の

メールを送信すると、それ以上受け付けない仕

組みを備えていることもある。このような構成の

場合、多数のメールを一気に送信するとエラー

となり、正しく送信できない。

また同報メール配信ソフトでの送信に限らない

ことだが、営利目的のメールを送る場合には、

SPAMとならないような配慮が必要だ。ビジネ

ス慣習上の適度なルールを守り、あらかじめ許

可をとってあるユーザーにしか送信しないとか、

顧客全員に無条件に送信する場合には、最低

限、次回以降の配信を止めるための選択肢を

ユーザーに与えるとかの仕組みを設けるべき

だろう。
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メールマジックプロフェッショナル for Windows
インフィニシス jhttp://www.infinisys.co.jp/product/mail_magic_pro/

価格：7,300円（パッケージ販売）／
5,800円（ダウンロード販売）

テンプレートでは、「[[項目名]]」という書式を使って、個
人情報を埋め込む場所を決める。この書式は、ポップ
アップウインドウ（左画面）で該当ボタンを押すと簡単に
挿入できる。

HTMLメールは付属のテンプレートを使ったウイザード形式
で作成する。挿入される画像とテキスト、フォントの大きさや
色などは変更できるが、ウイザード完了後のHTMLメールを
このソフトで編集することはできない。カスタマイズしたい
ときには、HTMLテンプレートをHTMLエディターなどで作
成する必要がある。 HTMLメールにももちろん項目の値を挿入できる。

携帯電話向け
プレビュー

プレビュー画面では、送信されるヘッダー情報も確認で
きる。また右上には横幅を縮めた携帯電話向けのプレ
ビュー画面も用意されている。

条件によるフィルタリングも可能。［項
目］を選択すると現在のデータで使わ
れている値が［条件］欄に一覧表示され
るので、条件となる値を入力する必要
はなく、表示された中から選ぶだけで
いいのは便利。

インポートしたデータは表形式で表示され、マウスでクリックすることで、そ
の人に送信するのかしないのかを切り替えられる。送信済みの場合には
［済］、未送信の場合には［未］と表示されたり、ヘッダー部分をクリックする
と並べ替えられたりするなど、細かい操作の配慮もなされている。

メールマジックプロフェッショナルは、ユーザー

インターフェイスがよく、使いやすい同報メール

配信ソフトだ。

アドレス帳となるデータベースのインポートは、

CSV形式およびタブ区切りのファイルに対応。

アドレス帳をクリックするだけで送信するか否

かを決められるほか、ヘッダーをクリックすると

並べ替えることもできて操作性がいい。また送

信済みのユーザーには［済］のマークが付くた

め、途中で送信を中止して再開したとき、再び

同じユーザーに送信してしまうという事故も防

げる。

送信できるメールは、テキストメールとHTMLメ

ールの2種類。テキストメールの場合には、メー

ルのテンプレートをテキストとして記述し、個人

情報を埋め込みたい場所に「[[項目名]]」という

書式で入力する。この書式は、ボタンを使うと

簡単に挿入できるため、手作業で記述する必要

はない。

HTMLメールの場合には、ウイザード形式で作

成することになる。本製品にはいくつかのHTML

テンプレートが付属しており、利用する画像を選

択したり、埋め込むテキストを設定したりするだ

けでいい。反面、ウイザード以外で、HTMLメー

ルを直接記述することはできない。カスタマイズ

したHTMLメールを送信するためには、HTML

テンプレートをHTMLエディターなどを使って事

前に編集して作成する。

送信前のプレビュー画面では、本文だけでなく、

全ヘッダーが表示される。差出人やメールサー

バーの環境設定などにミスがないかを調べられ

るのはありがたい。

全体的な機能を見ると、同報メール配信ソフト

に必要な機能は一通り揃っているものの、複雑

な条件による文面の変更や任意のヘッダー送信

には対応しないので、開封通知を受けたいとか、

送信者のアドレスとエラーメールを受け取るアド

レスを別にしたいといったことはできない。

しかしそれが操作を簡単にしている。複雑な操

作がなく、誰でも簡単に扱えるので、同報メール

の送信業務に携わる者がパソコンにあまり詳し

くない場合には、適切なソフトだといえるだろう。
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adToOne3
ザイソフト jhttp://www.zaisoft.com/jp/adtoone/

価格：9,800円（シェアウェア）

メールのテンプレートは、［プレーンテキスト］［HTML
メール］［携帯メール］の3種類を登録できる。どれが
使われるのかは自動判定ではなく、条件置換ウインド
ウで指定する。

【A】「[[項目名]]」の書式を使うと、アドレス帳デー
タベース内の項目を埋め込める。

【B】Ccヘッダー、Bccヘッダーのほか、任意のヘ
ッダーを指定できる。

【C】「[[@置換名]]」の書式を使うと、条件置換ウイ
ンドウで指定した置換文字列が挿入される。

条件置換ウインドウでは、項目がどのような値のときに、どのような処理をするのかを指定する。多くの場合、メールア
ドレスによって「プレーンテキスト」「携帯メール」のどちらを使うのか仕分ける条件を追加することになるだろう。それ
以外にも、画面のように購入回数などの項目に応じて埋め込むメッセージを変更するといった処理も可能だ。

■reportUserClickedサービスの仕組み

メールアドレスは書式のチェックのほか、実
際にそれぞれのメールサーバーに接続し、ユ
ーザーが本当に存在するかどうかまで調べ
られて高機能だ。

adToOne3は、高度なカスタマイズ機能を持つ

同報メール配信ソフトだ。adToOne3では、送

信する際のすべてのヘッダーをカスタマイズで

きる。またメールだけでなく、FAXモデムを使

ったFAX送信にも対応する。

adToOne3の大きな特徴は、「条件置換ウイン

ドウ」にある。条件置換ウインドウでは、アド

レス帳のどの項目がどのような値であったとき、

どのような動作をさせるのかをきめ細かく設定

できる。adToOne3では、「プレーンテキスト

（通常メール）」「HTMLメール」「携帯メール」の

3種類のテンプレートを備え、その切り替えも

条件置換ウインドウで行う。たとえば、「メール

アドレスにdocomo.ne.jpが含まれていたなら

ば携帯メールを使う」といった具合に条件を指

定してテンプレートを切り替える。慣れるまで

は難しいが、柔軟性は高い。

またメールのテンプレートに「[[@置換名]]」と

いう書式を入れておくと、条件置換ウインドウ

で指定した条件に従って文面を変更することも

可能だ。たとえば購入回数が一定以上のときに

は、「いつもありがとうございます」というメッセ

ージを入れるといったこともできる。

また開発元のザイソフトでは、adToOne3に付

随したさまざまなサービスを提供している。そ

のうちの1つがユーザーに無料で提供している

reportUserClickedサービスだ。

reportUserClickedサービスは、ザイソフトのサ

ーバーにユーザーごとに固有のURLを割り当

てるもので、どのユーザーがいつメールを開封

したかがわかるほか、退会へのリンクをクリッ

クしたときには、adToOne3側で送信先リスト

から自動で除去する機能も実現できる。

reportUserClickedサービスを使えば、広告の

効果の集計や退会処理の自動化が簡略化され

るのは間違いない。

adToOne3は高機能な反面、少し複雑な設定

を要求されるので、手軽に使えるとはいえな

い。「本格的にマーケティングデータを収集し

たい」という目的に適するものの、同報メール

を送るだけが目的で、その後の反応や集計ま

でを目的としていないなら、高機能すぎるがゆ

えに扱いにくい部分があるかもしれない。

メール受信者 

メール送信者 

（開封チェック透明GIF） 

<IMG SRC="http://www.zaisoft.com/xxxx/ 

xxxxx.gif"> 

 

<A HREF="http://www.zaisoft.com/xxxx/ 

xxxxx.cgi?XXXX">興味がある人はこちら</A> 

<A HREF="http://www.zaisoft.com/xxxx/ 

remove.cgi?XXXXX">配信を止めたい人はクリック</A>

ザイソフトのサーバー 

②開封またはリンクのクリック 開封時刻、クリック
履歴、配信停止リ
ストなどがログと
して記録される 

③ログをダウンロードして
集計およびアドレス帳からの
送信先リストの除去 

①リンクを含むHTMLメールを送信 

adToOne3
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事前に設定することなく簡単に同報メールを送

信したい場合に適するのが同報配信メールソ

フト2だ。見栄えのいいユーザーインターフェ

イスで、インポートしたアドレス帳のうち、送信

したいものをマウスで選択するだけで同報送

信ができる。

同報メールに埋め込む値は、テンプレートに

「#--項目名--」と記入することによって行う。挿

入のためのボタンやメニューはないので、手作

業で記入することになる。項目名は、インポー

トした列順に「A」「B」のように少しわかりにく

い命名だが、Excelに慣れた人には馴染み深い

だろう。

最大の特徴は、POP3を使ったエラーメールの

受信に対応している点だ。この機能を使うとエ

ラーメールを受信して実際に届かなかった宛て

先の一覧を作成でき、そのままアドレス帳に反

映させられる。エラーメールのアドレス除去の

自動化が可能だ。

同報配信メールソフト2
デネット jhttp://www.de-net.com/pc/

価格：19,800円 アドレス帳は、CSV、タブ区切り、スペース区切
りのファイルからインポートできる。アドレス帳
でマウスをクリックしてチェックしたユーザーだ
けにメールを送信でき、条件検索による選択も
可能だ。

携帯電話用のテンプレートはな
いが、携帯電話画面に似たプレ
ビューはできる。ただしプレビュ
ーは登録されたアドレス帳の先
頭1件分に限られる。

本文に「#--項目名--」を記述すると項目を埋め込める。項目が名前
ではなく、「A」「B」「C」……のように命名されているのは、少しわか
りにくいかもしれない。

BitMailPROは、AccessのMDBファイルやExcel

のXLSファイルをそのまま利用できる同報メール

配信ソフトだ。インポートではなく直接の読み書

きなので、元のファイルを編集すれば

BitMailPROにも反映される。このためデータベ

ースの顧客情報とリアルタイムに連携した同報メ

ールを送信できる。

利用できるMDBファイルやXLSファイルには、

「ID」「送信チェック」「名前」「Email」の4つの列

さえあればよく、それ以外の項目の構成は自由だ。

同社では、エラーメールを受信して送信先リスト

から排除する「BitSearch」、定型フォーマットで送

信されたメールを受信してデータベース化する

「Bi tp lusPRO」も販売している。たとえば

BitplusPROを使うと、ユーザーから定型の製品

注文メールを受信して、それを自動でデータベー

ス化できる。

若干のシステム開発が必要となるものの、

BitMailPRO、BitSearch、BitplusPROを組み合

わせれば、メール処理のほとんどを自動化できる。

BitMailPPO
ニュースビット jhttp://www.newsbit.co.jp/software/bmp/

価格：21,000円（CD-ROM販売）／
18,900円（ダウンロード販売）

差し込みは、あらかじめ「¥丸数字」に項目名をマッピ
ングして埋め込む。HTMLメールにも対応している。

編集機能は、表形式にはならず、1項目ずつしか設定で
きない。送信するか否かの設定も上にある「送信チェッ
ク」で行うので、編集の操作性は悪い。このため、編集
はAccessやExcelを使ったほうがいいだろう。

初期設定でAccessデータベース（MDBファイル）や
Excelファイル（XLSファイル）とのマッピングをする。イ
ンポートではなくマッピングなので、データはリアルタイ
ムに反映される。「ID」とは各ユーザーに固有の唯一無二
の番号のこと。また「送信チェック」とはチェックボックス
欄（Yes/No型）で、送信の有無を決めるための列だ。
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単純な操作で大量のメールを送信できる同報メ

ール配信ソフト。CSV形式のファイルを読み込

み、アドレス帳を階層ごとにグループ化して管理

できる。グループ化したユーザー全体を送信の

対象／非対象に一括設定できるほか、グループ

内の個々のユーザーの送信／非送信の設定も

できる。

同報メール機能は単純なもので、アドレス帳に

含まれている項目を「<項目名>」という書式で

挿入する。

単機能のためメールの送信速度は高速だが、細

かい部分の配慮が少ない気がする。たとえばメ

ールの送信先の名前には、「氏名」の後ろに「様」

が自動的に付くのだが、これを無効にして「御中」

などに変更することはできない。また、プレビュ

ー機能がなく、送信テストは自分宛てでするしか

方法がないのも気になる点だ。

大量のメールを手軽に送信するには便利だが、

高機能ではないので、マーケティング目的より

メールマガジンなどの配信に適するだろう。

+++ iNTERNET magazine 2003.12 +++ 135

MMアシスト
アイリンク jhttp://www.mm-assist.com/pro/

価格：15,000円（ダウンロード販売） アドレス帳データベースは、CSV形式のファ
イルからインポートできる。氏名とメールアド
レスは必須。氏名やメールアドレス以外にも
任意の項目を追加できる。ただし、CSV形式
のファイルを読み込む前にMMアシスト上で
列を追加しておき、その列名と同じ名前が
CSV形式ファイルの1列目に存在しないと正
しく読み込まれず、わかりにくい。

メールはテキストにのみ対応。「<項目名>」で
項目を挿入できる。テスト送信では送信元と
して設定したアドレスにテストメールが送信さ
れる。このとき、「<氏名>」「<メールアドレス
>」以外の項目は埋め込まれないので完全な
テストとはならない。ぜひともプレビュー機能
が欲しいところだ。

メールマジックプロフェッショナル adToOne3 同報配信メールソフト2 BitMailPRO MMアシスト
for Windows

インポート可能な形式 CSV、タブ区切り CSV、タブ区切り、 CSV、タブ区切り、 CSV、Excel、Access CSV
ODBCデータベース スペース区切り

エクスポート可能な形式 CSV、タブ区切り 読み込んだのと同じ形式 CSV、タブ区切り、 × CSV
スペース区切り

項目による送付条件指定 項目値の合致による 項目値の合致、以下、以上など 項目値の合致による × 項目値の合致による
フィルタリング の組み合わせによる条件 フィルタリング フィルタリング

重複アドレス除去 ○ ○ ○ × ○

携帯電話向け × ○（条件指定） × × ×
テンプレート切り替え

日本語以外の言語 英語（us-ascii） 英語（ISO-8859-1） × × ×

設定できるヘッダー 差出人 任意のヘッダー 差出人、返信メール受信アドレス、 差出人 差出人
エラーメール受信アドレス

HTMLメール ウイザードによる作成のみ ○ × ○ ×

添付ファイル ○ ○ ○ × ○

ISO-2022-JPに準拠しない 手動 × × × ×
文字の変換

POP3によるエラーメールや × ×（CGIを利用） ○ × ×
拒否メールの受信

POP Before SMTP ○ ○ ○ ○ ○

SMTP Auth（認証） × ○ ○ ○ ○

SMTPサーバーを × ○ × × ×
使わない直接配信

日時指定予約送信 ○ ○ ○ ○ ×

送信プレビュー 全メール。ヘッダーも可能 全メール 先頭1メールのみ 全メール ×（送信テストのみ）

■同報メール配信ソフト機能比較
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